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【欧州】 

ホリデーシーズンも終わり市場にも変化が見られます。  

 

1. 2025 年を顧みれば採卵鶏の増羽に関する規制、飼料コストやエネルギーコストの高止まり、

人件費や輸送コストなどの高騰、あるいはポーランドなどの主要な鶏卵生産国で発生した

鶏インフルエンザとその後も引き続き懸念される鳥インフルエンザ感染リスクの影響もあ

り期待されたような採卵鶏羽数の増加は見られませんでした。EU 全体の採卵鶏羽数は 4 億

羽弱の状態が続いています。  

 

2. 鶏卵加工品に関しては色物(特に卵黄)需要が堅調に推移しており EU 域内では賄いきれな

い状況が続いています。EU の加工卵メーカーは原料殻付き卵をトルコやウクライナなどの

EU 外から輸入を継続しており、また乾燥卵黄や乾燥全卵を中国やインドから輸入する動き

も活発化しています。色物に関しては早い時期からイタリアのメーカーが動いていました

がドイツのメーカーも 1,000 トン単位の契約をしたとの情報も入ってきています。一方で

乾燥卵白は販売先がなく各社とも過剰在庫状態になっています。乾燥卵白の相場価格は一

年間を通して殆ど動きがなく 2025 年後半からは下げ基調で動いており年が変わってから

もその状況が継続しています。一部の粉卵加工メーカーでは新たな卵白需要を模索してお

り従来のようなハイゲル品だけでなく付加価値を付けた高たんぱく品や加水分解商品など

の新たな分野に向けた商品開発も進んできています。  

 

3. 2026 年は上昇し続けた鶏卵・鶏卵加工品の価格がどの程度修正されるか注視する必要があ

ります。2025 年年末から鶏卵・鶏卵加工品の相場価格が反転下げ基調になってきています。

季節的需要期を過ぎたためとの見方もありますが異常に高騰した鶏卵や鶏卵加工品の価格

見直しの時期に入ったのかもしれません。  

 

 

 

【米国】 

米国の鶏卵・鶏卵加工品の価格に大きな変化が見られます。  

 

1. USDA の報告では 2025 年 12 月 1 日時時点で米国内の採卵鶏羽数は 3 億 2,850 万羽となっ

ています。2025 年 6 月時点の約 2 億 7,000 万羽～2 億 8,000 万羽から見ると大幅な増加で

す。その背景としては大手採卵鶏業者が積極的に増羽を行ったこと、2025 年 10 月初旬以

降大規模な鳥インフルエンザの発生がないことが挙げられます。殻付き卵は 2025 年 2 月に

史上最高値の卸売価格で$8.50/ダースを記録した時から 1年も経たずに$0.15/ダースまで下

落しました。この価格は少なくとも今世紀最安値となっています。安定していた家計内消

費が減少に転じたこと、業務用用途もキャンペーンを打っている企業や商品が殆ど無い  
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状態のため業務用需要そのものが減少、また加工筋も鶏卵加工品、特に冷凍卵や粉末卵の

加工が大幅に減少し各社が在庫を抱えている状況などが鶏卵価格を押し下げる要因となっ

ています。殻付き卵に関しては養鶏業者、問屋筋、加工メーカーそれぞれで多量の在庫を

抱えています。この傾向は既に昨年の 12 月初旬から始まっています。  

 

2. EU より高い水準で推移していた冷凍卵や乾燥卵の価格も大幅な下降線をたどり、特に色物

は既に EU より安い状況になっています。鶏卵加工メーカーの冷凍卵や乾燥卵の在庫が急速

に増加している状況は今後の世界マーケットにも影響を及ぼすとの見方も広まっています。

供給が需要を大幅に上回っている状況が続く可能性もあります。米国の場合通常は生産量

の数%が輸出に振り分けられますが、在庫過多の状況から脱出するために安く商品を手放す

動きがあるかもしれません。  

 

3. 鳥インフルエンザのリスクがなくなったわけではなく常にそのリスクは存在します。昨年

の 10 月初旬以降大規模な鳥インフルエンザの発生がないことの理由は分かっていません。

たまたま偶然に発生がないだけかもしれません。今後再び発生すれば現在のような低価格

は一転急上昇に代わる危険性は存在します。米国の相場品は価格の乱高下が激しいことを

念頭に置く必要があります。  

 

 

 海外の鶏卵・鶏卵加工品情報を専門家達との国際ネットワークを駆使し正確且迅速な情報を

お届けします。ご不明な点がございましたら何なりとお問い合わせいただきます様宜しくお願

い申し上げます。  

 

 

お問い合わせフォーム  

 

次頁では EU、USA の全卵価格相場推移をグラフでご紹介しています。

https://www.jsights.com/contact.html
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EU 相場推移 (€/kg) 

 

 

 

* 各月の月初の  "Urner Barry" 価格  

 

USA 相場推移 (USD/lb) 

 

 

 

* 製造工場渡し価格(輸送費、輸入諸費用は含まず)  

乾燥全卵 乾燥全卵 

乾燥卵黄 乾燥卵黄 

乾燥卵白 乾燥卵白 


